
工学院大学オープンカレッジ鉄道講座 トピックス講座

鉄道の未来を拓く人材と熱意と知恵が集まるプラットフォームとなることを目指しています

こんなに違う日本とスイス（大内雅博 高知工科大学 教授）

『時刻表に見るスイスの鉄道』（交通新聞社新書）は、鉄道をより良くするために非常に参考になります。

著者自らが、スイスの鉄道を核とした公共交通体系の内容を語り、日本の常識との大きな違いを多くの具

体例を挙げて述べます。この内容は日本国内でも役立つばかりでなく、これから国際的に鉄道システム技

術で活動する技術者に必須の内容です。

※１時間限りの飲食物を用意した意見交換会を希望の方に用意します。参加費は事前 1,000 円、当日 1,500 円です。

講師からの講座案内と講師プロフィールです。

工学院大学オープンカレッジ鉄道講座（企画･監修：曽根 悟特任教授）

受付・運営は(株)ライトレールが担当します。

メール：info@LRT.co.jp、電話：03-5985-1131

最新情報：http://www.LRT.co.jp/kogakuin

受講料・意見交換会参加費は消費税込みです。

お申込みは、講座名とともに氏名・所属・役職をメール送付下さい。

申込み時にお受けする「個人情報」は、学校法人工学院大学プライバシーポリシーに従いて

適切に管理し、個人情報の保護に努めます。今後、鉄道講座のご案内をお送りします。

九州ほどの面積のスイスには約 5000km の鉄道

があり、その運行の特徴は以下である。

  ①充実した路線網

  ②列車本数と種類の多さ

  ③交通機関同士の連携

  ④数字の揃った時刻表

  ⑤短い待ち時間

複雑でありながら高度にシステム化された運行

形態は、非常に興味深い。

以下の７章構成

スイス鉄道の特徴と魅力

スピードアップによらない高速化

スイス鉄道接続の旅

新線建設は必要最小限に

鉄道と自動車の連携

運賃はコストに応じて

各駅見所ガイド

日 時：平成 26 年 5 月 16 日(金)18:30～20:30、17 日(土)10:30～12:30 ＜２回は同内容＞

受講料：3,000（学生 1,000）円

特 典：著者サイン入り本を特価販売（税込み 864 円 ⇒ 700 円）または持参本へ著者サイン

観光客に大人気の「ユングフラウ」も「マッターホルン」も「氷河急行」も登場しないスイスの鉄道

のお話です。「移動のための鉄道」のあるべき姿を徹底的に追求したのがスイスの鉄道で、高速列車こ

そ走っていませんが，世界一利用者に便利で無駄時間の短い鉄道です。明快なコンセプトと着実な基盤

整備による接続重視のダイヤ作りを進めてきたスイスの鉄道の魅力とその成果をお伝えします。
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